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岡
山
大
空
襲
後
、
校
舎
が
再
建

さ
れ
る
ま
で
、
一
中
の
一
・
二
年

生
は
、
晴
天
の
日
は
烏
城
の
中
庭

へ
登
る
石
の
階
段
、
ま
た
は
焼
け

て
大
屋
根
が
崩
れ
落
ち
た
岡
山
市

公
会
堂
（
現
在
の
県
庁
付
近
）
の

小
会
議
室
や
控
室
、
屋
根
が
落
ち

た
大
会
議
室
の
両
袖
の
廊
下
。
吉

備
線
沿
線
と
庭
瀬
在
住
者
は
吉
備

津
神
社
の
回
廊
。
倉
敷
周
辺
以
西

の
生
徒
は
倉
紡
の
青
年
学
校
を
借

用
し
て
勉
強
し
、
三
・
四
年
生
は

伊
島
小
学
校
を
借
用
し
て
い
た
。

烏
城
内
の
焼
跡
で
は
焼
け
た
瓦

等
を
取
り
除
い
た
後
を
耕
し
て
、

大
豆
な
ど
の
暑
さ
に
強
い
野
菜
を

植
え
食
料
不
足
に
備
え
た
が
、
水

を
や
る
の
が
大
変
で
、
下
の
旭
川

ま
で
汲
み
に
降
り
て
上
の
畑
ま
で

あ
が
っ
て
く
る
と
バ
ケ
ツ
の
中
の

水
は
こ
ぼ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

英
語
の
平
岡
先
生
は
、
石
川
œ

木
の
詩
を
英
訳
さ
せ
て
生
徒
を
困

ら
せ
て
喜
ん
で
い
た
が
、
数
人
で

お
城
の
石
垣
に
座
っ
て
後
楽
園
を

眺
め
な
が
ら
一
生
懸
命
英
訳
を
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

さ
て
、
校
舎
は
昭
和
二
十
一
年

中
頃
か
ら
再
建
さ
れ
は
じ
め
た

が
、
バ
ラ
ッ
ク
の
お
粗
末
な
平
屋

建
て
で
あ
っ
た
。昭
和
二
十
二
年
、

昭
和
天
皇
が
行
幸
さ
れ
、
教
室
の

中
ま
で
入
っ
て
授
業
を
参
観
さ
れ

た
。教

室
の
写
真
は
、
二
十
五
年
秋

の
体
育
祭
で
入
賞
し
た
時
の
記
念

写
真
で
賞
状
や
果
物
籠
を
持
っ
て

い
る
。
窓
に
た
る
き
が
打
ち
つ
け

て
あ
る
が
、
学
校
内
の
全
て
の
窓

に
打
ち
つ
け
て
あ
っ
て
、
こ
れ
は

窓
ガ
ラ
ス
や
教
室
内
の
備
品
が
盗

ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。

今
思
い
出
す
と
決
し
て
条
件
の

良
い
教
室
は
な
か
っ
た
が
、
生
徒

達
は
勉
強
に
は
意
欲
を
燃
や
し

て
、
絶
対
に
他
校
に
は
負
け
な
い

と
い
う
、
明
る
い
希
望
に
充
ち
た

雰
囲
気
の
中
で
頑
張
っ
た
と
思

う
。朝

日
高
校
設
立
時
は
、
男
子
は

岡
山
一
高
跡
（
内
山
下
校
舎
）
、

女
子
は
岡
山
二
女
高
跡
（
中
山
下

校
舎
）
に
別
れ
て
勉
強
を
し
て
い

た
。
昭
和
二
十
五
年
八
月
か
ら
第

六
高
等
学
校
跡
で
男
女
共
学
が
実

現
し
た
。
二
十
六
年
三
月
に
は
家

庭
科
教
室
が
新
設
さ
れ
た
。
二
十

七
年
一
学
期
末
と
二
十
八
年
一
学

期
末
に
そ
れ
ぞ
れ
二
階
建
普
通
科

教
室
が
一
棟
ず
つ
建
設
さ
れ
た
。

生
徒
の
居
な
く
な
っ
た
中
山
下
校

舎
は
岡
山
市
に
譲
ら
れ
て
旭
中
学

と
な
っ
た
。
内
山
下
校
舎
は
廃
屋

と
な
り
岡
山
市
に
移
管
さ
れ
た
。

終
戦
後
の
校
舎
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一高の体育大会 体育祭での入賞記念（昭和25年） 昭和天皇奉迎（昭和22年）

岡山空襲後の烏城石垣 一中校舎 戦前の一中全景（昭和5年）

吉備津教場記念碑（平成17年5月建立）


